
現行地区計画における計画イメージ（高さ６０ｍ）
地域課題を解決するために現行地区計画を

変更した場合の計画イメージ（高さ９０ｍ以下）
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歩道状空地 幅員約6ｍ、
基壇部を設け10ｍセットバック

歩道状空地＋緩衝緑地幅員約7〜8ｍ

広場と併設して
エリアマネジメント活動拠点施設を設置。

滞留空間、建物低層階への
エレベーター・エスカレーター設置

番町中央通りの一部拡幅整備、
相互通行化と併せて、地域交通広場を設置。

エリアマネジメントによる
活動を想定した2500㎡の広場
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現状のまま歩道状空地＋植栽帯幅員約3ｍ

現状のままの設え(約900㎡)

地上へのエレベーター設置

現状のまま 幅員2.8ｍ
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歩行者数：2,105人、車両台数：64台歩行者数：1,259人、車両台数：44台

【参考】 現行地区計画における計画イメージとの比較 ※拡大してご覧ください。
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パース等は計画イメージの一例をお示しするために作成しました。今後の協議・詳細設計によりデザイン等は変更となる可能性があります。
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